
数学科シラバス　高校２年
1.学習の到達目標と評価の観点

（科目）数学Ⅱα

単位数 学科・学年・学級 使用教科書と補助教材

２単位
第２学年

（文系）

「改訂版 高等学校 数学Ⅱ」

数研出版

「改訂版 クリアー 数学Ⅱ+Ｂ」数

研出版

学習の到達目標
対数関数，三角関数の考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能
の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識でき
るようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点

＜主体性・多様性・協働性＞

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深め
たり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。
＜思考力・判断力・表現力＞

関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，
問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養
う。
＜知識・技能＞

対数関数，三角関数の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにする。

2.学習計画及び評価方法等

月 単　元 学習のねらい 学習のポイント，使用教材等

４

・

５

月

数学Ⅱ第４章

「三角関数」

角の概念を一般角まで拡張し，

三角関数について理解し，それら

を事象の考察に活用できるように

する。

・一般角および弧度法について理

解する。

・弧度法で表された一般角に対す

る三角関数の定義を理解し，さま

ざまな問題を通してその扱いに習

熟する。
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６

・

７

月

数学Ⅱ第４章

「三角関数」

三角関数の加法定理について理

解し，それらを事象の考察に活用

できるようにする。

・加法定理やそこから派生するさ

まざまな公式について理解し，問

題演習を通してその扱いに習熟す

る。

９

・

10

月

数学Ⅱ第４章

「三角関数」

・三角関数の加法定理について理

解し，それらを事象の考察に活用

できるようにする。

・加法定理やそこから派生するさ

まざまな公式について理解し，問

題演習を通してその扱いに習熟す

る。

11

・

12

月

数学Ⅱ第５章

「対数関数」

・対数関数について理解し，それ

らを事象の考察に活用できるよう

にする。

・対数の定義を理解し，その演算

方法に習熟する。

・対数関数の性質を理解し，方程

式や不等式の解法に習熟する。

１

・

２

月

数学Ⅱ第５章

「対数関数」

・対数関数について理解し，それ

らを事象の考察に活用できるよう

にする。

・大学入学共通テスト対策を行

う。

・常用対数を理解し，桁数や小数

首位問題を通してその有用性に気

付く。

・大学入学共通テスト形式の問題

演習を通して実戦力を養う。

評価の観点及び内容 評価方法(具体例)

＜関心・意欲・態度＞ 授業課題・宿題提出

(10%)

＜思考・判断・表現＞
定期考査(45%)

＜知識･理解＞
定期考査(45%)
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